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貞た
だ
し

委
員
長
は「
こ
の
大
会
は
南

部
神
楽
の
神し

ん

髄ず
い

。
素
晴
ら
し
い
演

技
を
、
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

各
団
体
は「
岩
戸
開
き
」
や「
宝

剣
納
め
」
な
ど
の
神
話
を
題
材
に

し
た
演
目
や「
弁
慶
安
宅
の
関
」
や

「
五
條
の
橋
」
な
ど
の
源
平
合
戦
を

題
材
と
し
た
演
目
を
披
露
。
息
の

あ
っ
た
舞
で
客
席
を
魅
了
し
た
。

　

毎
年
、
訪
れ
て
い
る
青
葉
町
の

多
田
キ
エ
子
さ
ん（
86
）
は「
南
部

神
楽
は
物
語
性
が
あ
っ
て
楽
し
い
」

と
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

　

達
古
袋
神
楽
の
三
浦
一は

じ
め

さ
ん

（
60
）
は「
演
じ
き
っ
て
、
気
持
ち

よ
い
。
こ
れ
か
ら
も
伝
承
に
励
み

た
い
」
と
大
粒
の
汗
を
ぬ
ぐ
い
、
晴

れ
晴
れ
と
し
た
表
情
を
見
せ
た
。

1_迫力ある舞いとせりふ。場内が一つにな

る　2_団体の部で優勝した達古袋神楽の

「岩戸開き」　3_太鼓の部で表彰された遊
佐紘子さん（18）の「バチ車」　4_今年もま

た熱心な観客が大勢訪れた　5_石川絢音
ちゃん（3つ）は祖父の阿部繁行さん（62）と

はやし方で共演

時を超え、先人の熱気そのままに
　

会
場
に「
ダ
ン
、
ダ
ン
、
ダ
ン
ダ

ン
ダ
ン
ダ
ン
」
と
響
く
太
鼓
の
音
。

「
セ
ン
ヤ
ハ
ー
」
と
流
れ
る
神
楽
歌
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
熱
い
物
語
へ
の

期
待
が
高
ま
る
。

　
「
第
44
回
岩
手
県
南
宮
城
県
北

神
楽
大
会
」（
同
実
行
委
員
会
主

催
）
は
５
月
３
日
、
厳
美
中
学
校

で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た

４
０
０
人
を
超
え
る
神
楽
フ
ァ
ン

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

今
年
は
一
関
市
、
奥
州
市
、
宮

城
県
、
栗
原
市
、
登
米
市
か
ら
13

団
体
が
出
演
。
１
団
体
30
分
の
持

ち
時
間
で
演
技
を
行
い
、
団
体
の

部
、個
人
の
部（
太
鼓
、翁
、荒
形
、

女
形
、
若
人
）
で
日
々
、
研
鑽
を

積
ん
だ
技
を
競
っ
た
。

　

同
大
会
実
行
委
員
会
の
茂
庭
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神
楽
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
い

う
動
き
も
盛
ん
だ
。

　

達
古
袋
神
楽
は
５
月
14
日
、
農

家
民
泊
に
参
加
し
た
仙
台
八
木
山

中
の
生
徒
に「
岩
戸
開
き
」
を
披
露

し
、「
鶏
舞
」
の
足
運
び
や
手
の
動

き
を
指
導
し
た
。同
会
の
小
岩
恭き

ょ
う

一い
ち

さ
ん(

65)

は「
真
剣
に
神
楽
に
取

り
組
ん
で
く
れ
る
子
供
た
ち
が
い

て
嬉
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
す
。

　

地
域
に
伝
承
さ
れ
る
南
部
神
楽

は
、
一
関
が
誇
る
地
域
文
化
の
一

つ
と
し
て
、
時
代
を
超
え
て
愛
さ

れ
て
い
る
。　

　　　

太
鼓
や
鉦
の
音
、
躍
動
感
あ
ふ

れ
る
舞
。
独
特
の
せ
り
ふ
に
よ
っ

て
物
語
が
進
行
す
る
南
部
神
楽

は
、
さ
な
が
ら
和
製
オ
ペ
ラ
。

　

舞
い
手
は「
一
の
谷
」
や「
五
條

の
橋
」
を
は
じ
め
と
す
る
源
平
合

戦
や「
曾
我
兄
弟
の
仇
討
ち
」「
信

田
妻
」
な
ど
の
物
語
を
揚
々
と
し

た
声
で
描
い
て
い
く
。
ま
た
、
演

目
に
よ
っ
て
、
派
手
な
立
ち
回
り

と
細
か
な
仕
草
を
使
い
分
け
る
。

は
や
し
手
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
太

鼓
や
鉦
、
神
楽
歌
で
舞
い
手
を
引

き
立
て
る
。
舞
台
裏
を
支
え
る
ス

タ
ッ
フ
の
演
出
も
見
逃
せ
な
い
。

　

舞
い
手
が
物
語
の
終
わ
り
を
告

げ
る
と
、
客
席
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
る
。
身
近
な
地
域
で
得

ら
れ
る
一
体
感
。
こ
れ
こ
そ
が
神

楽
の
魅
力
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
奥
州
市
）
…
「
一
の
谷
」

（
栗
原
市
）
…
「
宝
剣
納
め
と
宝
剣
盗
み
取
り
」 （
３
位
）

（
栗
原
市
）
…
「
石
童
丸　

父
を
尋
ね
て
高
野
山
」

（
一
関
市
）
…
「
岩
戸
開
き
」 （
優
勝
）

（
一
関
市
）
…
「
高
天
上
り
」

（
登
米
市
）
…
「
牛
若
丸・
金
売
り
吉
次
兄
弟 

鏡
が
宿
の
場
」

（
栗
原
市
）
…
「
岩
戸
開
き
」

（
一
関
市
）
…
創
作
神
楽「
玉
取
姫
」 

（
栗
原
市
）
…
「
弁
慶
安
宅
の
関
」（
２
位
）

（
登
米
市
）
…
「
鶏
舞
」

（
一
関
市
）
…
「
屋
島
合
戦
」（
継
信
最
後
の
場
）

（
一
関
市
）
…
「
五
條
の
橋
」

（
栗
原
市
）
…
「
安
倍
保
名
捕
わ
れ
の
場
」

　

手
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
扇
や「
幣へ

い

束そ
く

」を
持
っ
て
舞
う
こ
と
が
多
い
。

　

色
鮮
や
か
な
衣
装
が
多
く
、
役

に
よ
っ
て
は
、
刀
や
や
り
を
使
う

こ
と
も
あ
る
。

　

は
や
し
方
は
、胴
取
り
と
呼
ば
れ

る
大
き
な
太
鼓
を
打
つ
人
と
手
平

鉦
を
た
た
く
人
の
こ
と
で
、笛
を
用

い
る
団
体
も
あ
る
。

※
幣
束　

紙し

で垂
を
竹
ま
た
は
木
の
幣
串

に
挟
ん
だ
も
の
。
神
楽
の
祭さ

い

祀し

で
用
い

ら
れ
る
。

　　　

南
部
神
楽
に
登
場
す
る
舞
い
手

は
翁お

き
な

、
荒
形
、
女お

ん
な
が
た形
、
若わ

か

ど人
に
大

別
で
き
る
。

　

翁
は
白
い
ひ
げ
を
生
や
し
た
面

を
つ
け
、
老
い
た
神
や
老
人
を
演

じ
る
。
荒
形
は
荒
ぶ
る
神
や
荒
武

者
を
、
女
形
は
振
り
袖
な
ど
を
ま

と
っ
て
、
女
性
役
を
優
雅
に
演
じ

る
。
若
人
は
頭
に「
ザ
イ
」
を
つ

け
、
成
年
や
若
武
者
を
演
じ
る
。

　

南
部
神
楽
を
知
る

①

②

③

④⑤
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神
楽
の
楽
し
み
方

厳美の里で文化を奏でる 「岩手県南宮城県北神楽大会」

生き生きと舞う八木山中の生
徒たち

（写真提供：岩手日日新聞社）

①_翁　②_荒形　③_幣束や面などの小物
④_女形　⑤_若人
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